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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・8月2日（火）17：30～18：30、第2回法人研修がある。

＜患者様情報＞

　・土橋　安子様～46歳、うつ病。平成２年に結婚し、夫、義父母、子供と生活していたが、平成12年より、舅・姑との関係に悩み、抑うつ感・不安感等が出現し、舅から育児に対する不満を話されることなどから、睡眠の不安定となる。夫へ相談するが無関心であり、症状は蔓延されている。精神科での治療は行われず、希死念慮が強まることもあった。精神負荷が強いことから平成19年10月に離婚される。生活保護を受給し生活し、症状は一時的に寛解されるが、経済的な面や育児に悩み、平成21年頃に抑うつ感が再燃し睡眠も不安定となっていた。高血圧にて受診をしていた荻生内科にて精神症状について相談し、抗不安薬と睡眠薬が処方となるが改善されず、当院を勧められ、当院へ相談し、受診される。SDS60点でCMIはⅣと判定があり、意欲の低下や憂鬱感があることから、抗うつ薬（ミルナシプラン）が処方となる。睡眠の不安定さはあるが、子供の弁当などを作るため、朝は起きないといけないとの事で眠剤は希望されず。今後症状に改善がなければ、抗うつ薬を追加していく予定となる。
